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551　　　　副甲状腺機能充進症の診断における
9°「”

Tc－MIBIシンチグラフィの有用性一CT・USとの比較一

福永浩太郎，山本由佳，高橋一枝，西山佳宏，佐藤　功，

高島　均，大川元臣，田邊正忠（香川医大　放）

　副甲状腺病変の検出における99tnTc－IV　IiBIシンチグラフ

ィの有用性を検討し，同時期に施行されたcr・usと比較

を行った。　対象は手術で確認された副甲状腺機能充進症

15例23病変である。蜘Tc－MIBIシンチグラフィは静注10

分後の早期像と2時間後の後期像を視覚的に評価した。

CT・usは頚部を対象に病変の有無を検討した。　99tT’Tc－

MIBIの陽性描画率は早期像で44％，後期像で78％，　crで

56％，USで64％であり，99mTc－MBI後期像の検出率が最

も良かった。99mTc－MIBIでの検出最小例は280mgの腺腫で

あった。99tn　Tc－MBIによる副甲状腺シンチグラフィはcr，

USよりも検出率に優れ，有用な検査法であると考えられ
た。

552　　　99mT、．MIBI・sPEcTによる上皮小体機能充進症

の局在診断の有用性

大島統男、菊池善郎、神長達郎、原澤有美、白井辰夫、横

川徳造、古井　滋、安河内浩（帝京大放）、　高見　博、佐

竹省二（同1外）

上皮小体機能充進症の局在診断において99mTc－MIBI（MIBI）

は従来のCOIZよりも優れていることが報告されている。今

回、我々は上皮小体機能充進症疑いの12例に対しMIBI
SPEcrを施行しその有用性を検討したので報告する。対象
は4例は腎性上皮小体機能元進症疑（RHP）疑であり、8例は

原発性上皮小体機能充進症（PHP）疑であった。　RHPは3／4例

にて検出され、手術で確認された最小の腺腫は240mgで、

190mgの腺腫はMIBIで検出されなかった。1／4例は正常であ

った。また、PHPは6／8例において検出され、手術で確認さ

れた最小の腺腫は280mgであった。1／8例は極小腺腫（75mg）

であったため陰性になったと思われる。尚、1／8例は正常で
あった。

　以上、MIBI　SPEcrは上皮小体機能充進症の局在診断にお
いて有用な検査法であると思われる。

553　　　99mTc－MIBI・sPEcrによる甲状腺癌の検討

大島統男、菊池善郎、神長達郎、原澤有美、白井辰夫、横

川徳造、古井滋、安河内浩（帝京大放）、　高見博、佐

竹省二（同1外）

　99mTc－MIBI（MIBDは上皮小体機能元進症の局在診断に有

用であることが報告されてきている。今回われわれは甲状

腺癌の術前、術後、再発例についてMIBI　SPEcrの有用性に

ついて検討したので報告する。対象は分化癌3例、髄様癌4

例、未分化癌1例の計8例である。MIBI　sPEcrは注射後lo分

後の早期像と3時間後の遅延像を撮像した。6例は甲状腺全

摘出術又は部分切除後であり、6／6全例で、残存甲状腺癌や

頚部、鎖骨上部、縦隔リンパ節転移さらには脊椎転移など

いずれかの部位で陽性であった。残りの2例は髄様癌の家系

（術前）であったが1／2例で異常集積を認め手術でも髄様癌が

確認された。1／2例は極小の癌であったため検出できなかっ

た。以上、MIBI　SPEcrは甲状腺癌の患者の評価において有

用であった。

554　　マウスを用いた14c－methiDnineの骨髄集蹟の検討

　今井康則、吉川京燦、占賀雅久、r‘∫田勝哉（放医研）

　岡田淳・（成田日赤）

　以前に我々はPET検査において、　llC・methionineの

骨髄への集積が骨髄機能、特にHb最とPlt数に相関す

　ることを示した。　そこで今回はマウスを川い照射によ

　り骨髄機能を低ドさせ14C－methionine集積に対する影

響を検討した。4Gy全身照射を行い骨髄機能を低ドさせ

　た群と照射を行わなかった群に分け、14C・methionineを

静注し1，3，6時間後の各々にa　ut　ora　di　ograp　hyを施行

　し体内分布を調べた。マウスを解剖し・spleen，liver，kidny，

　を摘出し放射能を測定した。血液は一定鼠の血液中の放

射能から全血液の放射能を算出した。骨髄は大腿骨の放

射能を測定した。　14C－methionineの骨髄への取り込み

　は照射群で有意に低ドしておりmet　hioni　neの、骨髄へ

の集積に対する骨髄機能の関与が示唆された。

555

　　　　骨シンチの依頼状況ならびに有用性
についての検討

大遡唯英、田皿］喜久雄、本田憲業、高橋‘叉細陛嵐高

橋健夫、釜野MIL鹿島田明夫、長田久人、清水裕次、岩

瀬哲、豊田肇、！1・Jl搾圭、濫ぼ歩、出戊朽盤也　・WW

（埼封幽寮セ放）

　99rrlTb・MDP骨シンチは一般に骨転移などの骨病変

の検索に川いられるが、今回当院における骨シンチの依

頼状況について検討し有用性についての評価を試みた。

対象は1995年から96年までの2fl澗とした。悪哲病

変（疑い含む）が1160｛ffik良憎茜変が155例であった。

悪性病変の内訳は乳癌428例月iti癌190例、前立腺癌

172例であり、骨転移の検素や経過観察、治療効果判定

に用いられた。良性病変のうち106例は骨折、関蹄症な

どの整形外科苧酌病変であった。
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